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物  質  名 N-ニトロソジ-n-プロピルアミン ＤＢ－31 

別  名 ジ-n-プロピルニトロソアミン 
DPNA 

構 造 式 
 

CAS 番号 621-64-7 
PRTR 番号 － 
化審法番号 － 
分子式 C6H14N2O 分子量 130.22 
沸点 236.45℃（推定値）1) 融点 6.81℃（推定値）1) 
蒸気圧 8.6×10-2 mmHg（20℃、推定値）2) 換算係数 1 ppm = 5.33 mg/m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 1.36（実測値）3) 水溶性 1.3×104 mg/L（24℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 480 mg/kg 5)  
 ハムスター 経口 LD50 > 400 mg/kg  5)  

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 4、8、15、30 mg/kg/day を毎日飲水投与した結果、肝臓、食道、舌に腫瘍の発生が

みられたとの報告 6)があるが、非発がん影響の報告はなかった。 
・試験期間は短いが、経口ばく露による毒性試験の情報が得られたので、参考として以下に記

載した。 
雌マウスに 1 週間飲水投与（計 0、1 mg）をした結果、肝臓に関連した血清中の酵素（GOT、
アルカリフォスファターゼ、乳酸デヒドロゲナーゼ、γ-GTP）の活性に影響はみられなかっ

たが 6) 、雄マウスに 0、40 mg/kg/day を連続 4 日間強制経口投与した試験では、5 日目にペン

トバルビタール 100 mg/kg を腹腔内投与して誘発される睡眠時間を測定した結果、睡眠時間

の有意な延長を認め、本物質が肝臓の酵素活性を阻害することが示唆された 7) 。 
 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・経口または吸入ばく露による情報ではないが、皮下投与試験の情報を参考として以下に記載

した。 
ハムスターに 0、100 mg を妊娠 8、10、12、14 日目に単回、皮下投与した結果、一腹あたり

の胎仔数への影響や出生仔の奇形はなかったが、生後 4 週間の生存率の低下がみられた 8, 9) 。

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼に入ると刺激を生じる。慢性影響として肝臓障害の起きる可能性がある 10) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2B 11) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
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 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露及び吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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